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文学館のこれから

第１５回特別企画展　恋と革命に生きた女たち
開会記念講話（竹内紀子さん：徳島県立文学書道館学芸員）
文学講座　今川英子（館長）
矢野寛治さん講演会「伊藤野枝の影と光」
本の力展　東日本大震災 3.11以降の全出版記録
平成２５年度前期　文学館セミナー
　書くコース、創るコース、読むコース
北九州市立文学館友の会発足　
林芙美子資料目録刊行

ロビー展（櫓山荘子ども俳句大会作品、川柳色紙・短冊展）

第４回「あなたにあいたくて生まれてきた詩」コンクール表彰式

宗左近記念室オープン

宗左近記念碑除幕式

文学館文庫第８集『宗左近』刊行

平成２６年度前期企画展開催予定

ホームページリニューアル

　北九州のディテール展

　モンゴメリと花子の赤毛のアン展

　キヨノサチコ絵本原画の世界　みんな大好き！ノンタン展

資料寄贈者・提供者、受贈雑誌一覧
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北九州市七区文化祭俳句大会入選作品展

森
鷗
外
（
一
八
六
二
〜
一
九
二
二
年
）
書

「
源 
高
湛
」
は
鷗
外
の
姓
と
諱

み
な
も
と 
た
か
や
す

い
み
な

　

当
文
学
館
は
、
二
〇
〇
六
年
十
一
月
開
館
以
来
、

八
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

常
設
展
示
の
他
、
春
と
秋
に
特
別
企
画
展
、
夏
に

は
子
供
向
け
の
展
覧
会
や
、
そ
れ
ら
に
ち
な
ん
だ
講

演
会
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

毎
年
の
入
館
者
数
は
一
万
人
前
後
で
、
開
館
以
来

横
ば
い
の
数
字
で
す
。
そ
も
そ
も
「
美
術
館
や
博
物

館
は
分
か
る
け
れ
ど
、
文
学
館
は
何
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
？
」
と
い
う
疑
問
を
持
た
れ
る
方
も
多
い
よ
う

で
、
な
か
な
か
来
館
者
増
に
は
結
び
つ
き
ま
せ
ん
。

確
か
に
文
学
は
、
ま
ず
「
読
む
も
の
」
で
す
か
ら
、

文
学
資
料
や
作
家
の
愛
用
品
な
ど
の
展
示
に
よ
っ
て

ど
う
見
せ
る
か
、
そ
の
「
見
せ
方
」
に
は
最
も
腐
心

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

文
学
館
の
歴
史
は
新
し
く
、
文
学
者
の
資
料
を
収

集
・
保
管
し
、
調
査
・
研
究
を
す
る
本
格
的
な
施
設

の
最
初
は
、
一
九
六
二
年
に
準
備
会
が
で
き
、
六
七

年
に
開
設
し
た
東
京
駒
場
の
日
本
近
代
文
学
館
で
す
。

　

川
端
康
成
ら
作
家
や
研
究
者
が
中
心
と
な
っ
て
、

日
本
の
固
有
性
を
示
す
文
化
資
源
と
し
て
の
「
文

学
」
を
保
存
す
る
重
要
性
を
訴
え
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
背
景
に
は
文
学
全
集
ブ
ー
ム
な
ど
の
「
文
学
」

の
大
衆
化
が
あ
り
、
人
々
の
「
文
学
」
に
対
す
る
信

頼
が
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
の
高
度
成
長
期
に
は
、
地
方
で
も
地
元
ゆ

か
り
の
文
学
者
の
顕
彰
を
目
的
に
文
学
館
が
次
々
に

開
設
さ
れ
、
現
在
で
は
ネ
ッ
ト
文
学
館
や
無
人
の
記

念
室
等
も
含
め
る
と
全
国
に
七
百
近
く
も
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
方
の
文
学
館
は
当
館
も
含
め
て
、
地
元
ゆ
か
り

の
文
学
者
の
資
料
収
集
・
保
存
、
調
査
・
研
究
に

よ
っ
て
地
域
固
有
の
歴
史
、
風
土
、
文
化
を
再
発
見

し
、
そ
れ
に
連
な
る
地
域
文
化
の
向
上
と
活
性
化
に

寄
与
し
、
街
の
格
と
誇
り
を
醸
成
す
る
役
割
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
景
気
の
悪
化
で
運
営
環
境

が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
現
在
、
改
め
て
文
学
館
の

可
能
性
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
昨
今
は
、
読
書
時
間
ゼ
ロ
の
大
学
生
が

四
割
と
い
う
時
代
、
た
と
え
読
ん
で
い
て
も
、
話
題

に
な
っ
て
い
る
と
か
、
ツ
ー
ル
と
し
て
と
い
う
よ
う

な
情
報
先
行
型
の
読
書
で
、
内
面
的
な
希
求
が
契
機

と
な
っ
て
い
る
場
合
は
多
く
は
な
さ
そ
う
で
す
。
そ

れ
が
い
け
な
い
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や

は
り
超
越
的
な
価
値
観
や
人
間
、
社
会
へ
の
深
い
思

索
に
至
る
よ
う
な
読
書
も
ほ
し
い
も
の
で
す
。
今
や
、

「
文
学
」
そ
の
も
の
も
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
学
館
に
何
が
で
き
る
か
。
こ
の
た
び
結
成
さ
れ

た
「
友
の
会
」
の
皆
さ
ん
に
も
積
極
的
に
館
の
運
営

に
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
て
、
文
学
館
の
新
し
い
あ
り

方
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

文
学
館
の
可
能
性
と
こ
れ
か
ら

館
長　

今
川
英
子
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北九州市立文学館 第15回特別企画展

開会式スピーチ

後藤みな子さん

中村幸代さん

西本祥子さん

2013年 11月 2日（土）～ 12月 15日（日）

　

特
に
、
福
岡
県
出
身
の
伊
藤
野
枝

に
つ
い
て
は
詳
し
く
紹
介
し
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
「
伊
藤

野
枝
と
福
岡
」
）
も
作
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
映
画
館
、
小
倉
昭

和
館
で
協
賛
上
映
「
恋
と
革
命
に
生

き
た
女
た
ち
２
本
立
て
」
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
瀬
戸
内
寂
聴
原

作
「
夏
の
終
り
」
（
満
島
ひ
か
り
、

綾
野
剛
出
演
）
と
「
ア
ン
ナ
・
カ

レ
ー
ニ
ナ
」
（
キ
ー
ラ
・
ナ
イ
ト
レ

イ
出
演
）
の
同
時
上
映
で
す
。

　

「
新
し
い
女
」
た
ち
の
足
あ
と
を

た
ど
る
こ
と
で
、
今
日
の
男
女
共
同

参
画
社
会
を
再
考
す
る
企
画
展
と
な

り
ま
し
た
。

展
示
資
料
点
数
＝
約
２
５
０
点

企
画
協
力
＝
徳
島
県
立
文
学
書
道
館

　

特
に
、
福
岡
県
出
身
の
伊
藤
野
枝

に
つ
い
て
は
詳
し
く
紹
介
し
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
「
伊
藤

野
枝
と
福
岡
」
）
も
作
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
映
画
館
、
小
倉
昭

和
館
で
協
賛
上
映
「
恋
と
革
命
に
生

き
た
女
た
ち
２
本
立
て
」
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
瀬
戸
内
寂
聴
原

作
「
夏
の
終
り
」
（
満
島
ひ
か
り
、

綾
野
剛
出
演
）
と
「
ア
ン
ナ
・
カ

レ
ー
ニ
ナ
」
（
キ
ー
ラ
・
ナ
イ
ト
レ

イ
出
演
）
の
同
時
上
映
で
す
。

　

「
新
し
い
女
」
た
ち
の
足
あ
と
を

た
ど
る
こ
と
で
、
今
日
の
男
女
共
同

参
画
社
会
を
再
考
す
る
企
画
展
と
な

り
ま
し
た
。

展
示
資
料
点
数
＝
約
２
５
０
点

企
画
協
力
＝
徳
島
県
立
文
学
書
道
館

○
三
浦
環
（
み
う
ら　

た
ま
き
）

一
八
八
四
〜
一
九
四
六　

オ
ペ
ラ
歌
手
。

「
蝶
々
夫
人
」
で
世
界
的
な
名
声
を

得
る
。

『
お
蝶
夫
人
』

○
管
野
須
賀
子
（
か
ん
の　
す
が
こ
）

一
八
八
一
〜
一
九
一
一　

社
会
主
義
者
。

日
本
史
上
唯
一
、
女
性
革
命
家
と
し

て
死
刑
を
受
け
る
。

『
遠
い
声
』

○
金
子
文
子
（
か
ね
こ　

ふ
み
こ
）

一
九
〇
三
〜
一
九
二
六　

社
会
運
動

家
。
朴
烈
事
件
で
大
逆
罪
に
問
わ
れ

る
。
の
ち
自
死
。

『
余
白
の
春
』

○
平
塚
ら
い
て
う（
ひ
ら
つ
か　
ら
い
ち
ょ
う
）

一
八
八
六
〜
一
九
七
一　

女
性
運
動
家
。

雑
誌
「
青
鞜
」
を
創
刊
。
「
元
始
女

性
は
太
陽
で
あ
っ
た
」
の
フ
レ
ー
ズ

で
知
ら
れ
る
。

『
青
鞜
』

○
湯
浅
芳
子
（
ゆ
あ
さ　

よ
し
こ
）

一
八
九
六
〜
一
九
九
〇　

ロ
シ
ア
文
学
者
。

作
家
中
條
（
の
ち
宮
本
）
百
合
子
と

同
性
愛
を
交
わ
す
。

『
孤
高
の
人
』

○
瀬
戸
内
寂
聴（
せ
と
う
ち　
じ
ゃ
く
ち
ょ
う
）

一
九
二
二
〜　

小
説
家
、
僧
侶
。
は
じ

め
瀬
戸
内
晴
美
と
し
て
活
動
す
る
が

51
歳
で
出
家
。
法
名
寂
聴
。『

比
叡
』

 

平
成
25
年
秋
の
特
別
企
画
展
は
、

「
恋
と
革
命
に
生
き
た
女
た
ち
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
恋
、
思
想
、
芸
術

に
生
を
燃
焼
さ
せ
た
女
性
た
ち
の
姿

を
、
作
家
・
瀬
戸
内
寂
聴
の
伝
記
小

説
か
ら
よ
み
が
え
ら
せ
ま
し
た
。

対
象
人
物
と
作
品

○
田
村
俊
子
（
た
む
ら　
と
し
こ
）

一
八
八
四
〜
一
九
四
五　

小
説
家
。
日
本

初
の
女
性
の
職
業
作
家
。

『
田
村
俊
子
』

○
岡
本
か
の
子
（
お
か
も
と 

か
の
こ
）

一
八
八
九
〜
一
九
三
九　

歌
人
、
宗
教
家
、

小
説
家
。
一
つ
屋
根
の
下
、
夫
と
二

人
の
恋
人
と
暮
ら
す
生
活
ぶ
り
が
驚

か
れ
る
。

『
か
の
子
撩
乱
』

○
高
岡
智
照
尼（
た
か
お
か 

ち
し
ょ
う
に
）

一
八
九
六
〜
一
九
九
四　

祗
王
寺
の
元
庵

主
。
恋
人
に
身
の
潔
白
を
証
明
す
る

た
め
、
小
指
を
切
り
落
と
す
。
転
変

の
末
、
出
家
。

『
女
徳
』

○
伊
藤
野
枝
（
い
と
う　
の
え
）

一
八
九
五
〜
一
九
二
三　

女
性
運
動
家
。

「
青
鞜
」
の
編
集
を
平
塚
ら
い
て
う

か
ら
引
き
継
ぐ
。
ア
ナ
キ
ス
ト
の
大

杉
栄
と
、
関
東
大
震
災
後
の
混
乱
の

中
虐
殺
さ
れ
る
。

『
美
は
乱
調
に
あ
り
』

『
諧
調
は
偽
り
な
り
』



３

特
別
企
画
展

開
会
記
念
講
話

矢
野
寛
治
さ
ん
講
演
会

文
学
講
座（
全
２
回
）

「
伊
藤
野
枝
の
影
と
光
」

竹内紀子さん

今川館長

竹内紀子さん竹内紀子さん

今川館長

竹内紀子さん

「
伊伊
藤
野
枝
の
影

光
」矢野寛治さん

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
講
演
で
は
ご
自
身
が
監
修

す
る
テ
レ
ビ
番
組
収
録
の
た
め
、
実

現
し
た
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
と
の
対
談

の
様
子
な
ど
も
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

野
枝
の
よ
う
な
「
真
実
一
路
」
の

人
生
か
、
は
た
ま
た
世
間
と
調
和
す

る
「
良
妻
賢
母
」
の
生
き
方
か
。
今

日
も
決
し
て
古
び
な
い
問
い
で
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト

・
強
く
生
き
た
女
性
に
尊
敬
の
念
が

　

湧
き
ま
す
。
皆
、
一
生
懸
命
に
勉

　

強
し
、
教
養
あ
ふ
れ
る
人
だ
っ
た

　

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
70
代
・
男
性
）

・
か
ね
て
か
ら
名
前
は
知
っ
て
い
た

　

し
本
な
ど
も
読
ん
だ
こ
と
は
あ
る

　

が
、
す
さ
ま
じ
い
人
生
に
圧
倒
さ

　

れ
ま
し
た
。　

（
70
代
・
女
性
）

・
女
性
の
自
立
と
は
、
自
分
の
人
生

　

を
生
き
る
と
は
？
恋
愛
は
自
立
し

　

て
い
な
け
れ
ば
生
ま
れ
な
い
、
な

　

ど
感
じ
ま
し
た
。（

60
代
・
女
性
）

・
ゆ
っ
く
り
企
画
展
を
見
学
し
て
、

　

文
学
の
世
界
に
浸
り
ま
し
た
。
文

　

学
館
の
存
在
に
心
か
ら
感
謝
し
て

　

い
ま
す
。　
　

（
40
代
・
女
性
）

・
作
品
を
読
ん
で
み
た
く
な
っ
た
。

　

昔
の
女
性
た
ち
の
強
さ
が
す
ば
ら

　

し
い
。　
　
　

（
30
代
・
女
性
）

と
っ
て
は
従
姉
に
あ
た
る
千
代
子
を

ラ
イ
バ
ル
と
し
、
上
野
高
等
女
学
校

で
は
裕
福
な
同
級
生
、
さ
ら
に
「
青

鞜
」
で
は
、
当
時
最
高
の
教
育
を
受

け
た
女
性
た
ち
に
挑
ん
で
い
き
ま

す
。
矢
野
さ
ん
は
、
野
枝
の
こ
う
し

た
姿
勢
を
、
持
っ
て
生
ま
れ
た
宿
命

に
「
生
き
た
証
」
を
刻
ん
だ
と
評
し

ま
す
。
そ
ん
な
野
枝
が
、
大
杉
栄
と

の
出
会
い
を
通
し
て
、
宿
命
の
影
か

ら
、
意
志
と
努
力
で
勝
ち
得
た
光
の

世
界
へ
踏
み
出
し
て
い
く
こ
と
を
説

か
れ
ま
し
た
。

　

伊
藤
野
枝
と
言
え
ば
、
葉
山
日
蔭

茶
屋
事
件
な
ど
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
で

記
憶
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
矢
野
さ
ん

は
野
枝
が
「
女
工
」
「
女
中
」
「
娼

妓
」
と
い
っ
た
底
辺
女
性
の
地
位
向

上
に
努
め
た
こ
と
を
挙
げ
、
真
の
女

性
解
放
運
動
と
し
て
再
評
価
を
促
し

平
成
25
年
11
月
23
日

　

伊
藤
野
枝
と
は
縁
戚
関
係
に
あ

り
、
『
伊
藤
野
枝
と
代
準
介
』
の
著

書
が
あ
る
矢
野
寛
治
さ
ん
に
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

矢
野
さ
ん
の
奥
様
は
、
伊
藤
野
枝

を
育
英
し
た
叔
父
・
代
準
介
の
曾
孫

に
あ
た
り
ま
す
。
ご
実
家
に
は
、
代

の
自
叙
伝
『
牟
田
乃
落
穂
』
が
伝
え

ら
れ
て
お
り
、
『
伊
藤
野
枝
と
代
準

介
』
は
こ
れ
を
読
み
解
く
形
で
執
筆

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
伊
藤
野
枝
の

人
生
が
詳
し
く
検
証
さ
れ
る
ほ
か
、

野
枝
自
身
が
書
い
た
小
説
の
影
響
で

誤
解
さ
れ
て
い
た
代
準
介
の
真
実
も

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
宿
（
現
福
岡
市
西
区
）
の
貧
し

い
家
に
生
ま
れ
、
口
減
ら
し
に
他
家

へ
預
け
ら
れ
た
野
枝
は
、
持
ち
前
の

負
け
ん
気
で
人
生
に
立
ち
向
か
い
ま

す
。
は
じ
め
は
代
の
娘
で
、
自
ら
に

講
師
＝
今
川
英
子
（
北
九
州
市
立
文

学
館
館
長
）

　

名
前
は
知
っ
て
い
る
け
ど
、
実
際

は
ど
ん
な
人
だ
っ
た
の
か…

。
今
回

の
講
座
は
、
延
べ
１
０
０
人
を
超
す

方
が
受
講
さ
れ
、
大
盛
況
で
し
た
。

○
平
塚
ら
い
て
う
と
「
青
鞜
」

11
月
９
日

　

元
始
女
性
は
太
陽
で
あ
っ
た―

。

お
な
じ
み
の
フ
レ
ー
ズ
を
唱
え
た
の

は
、
当
時
ま
だ
二
十
代
半
ば
の
女

性
・
平
塚
ら
い
て
う
で
し
た
。
与
謝

野
晶
子
、
長
沼
（
高
村
）
智
恵
子
な

ど
、
日
本
初
の
女
性
文
芸
誌
「
青

鞜
」
に
集
っ
た
「
新
し
い
女
」
た
ち

を
群
像
で
解
説
し
ま
し
た
。

○
岡
本
か
の
子

11
月
30
日

　

芸
術
家
・
岡
本
太
郎
の
母
、
か
の

子
は
、
童
女
の
よ
う
な
天
真
爛
漫
さ

を
持
つ
、
不
思
議
な
女
性
で
す
。
か

の
子
に
魅
せ
ら
れ
た
男
た
ち
と
の
不

思
議
な
生
活
、
小
説
家
と
し
て
の
奇

跡
の
晩
年
な
ど
を
講
義
し
ま
し
た
。

講
師
＝
竹
内
紀
子
さ
ん
（
徳
島
県
立

文
学
書
道
館
学
芸
員
）

平
成
25
年
11
月
２
日

　

竹
内
さ
ん
の
勤
め
る
徳
島
県
立
文

学
書
道
館
の
館
長
は
瀬
戸
内
寂
聴
さ

ん
で
す
（
平
成
26
年
度
よ
り
名
誉
館

長
）
。
竹
内
さ
ん
は
瀬
戸
内
館
長
の

信
頼
厚
く
、
本
展
の
企
画
を
は
じ

め
、
作
家
・
瀬
戸
内
寂
聴
に
関
す
る

企
画
展
や
年
譜
研
究
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

　

瀬
戸
内
さ
ん
が
出
家
し
て
40
年
。

若
い
編
集
者
が
「
瀬
戸
内
晴
美
っ
て

ど
な
た
で
す
か
？
」
と
尋
ね
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
し
な
が
ら
、
晴
美
時

代
に
執
筆
し
た
伝
記
小
説
の
再
評
価

は
意
義
あ
る
こ
と
と
説
か
れ
ま
し

た
。
講
話
で
は
、
瀬
戸
内
さ
ん
の
人

生
の
あ
ゆ
み
、
文
学
の
全
体
像
、
本

展
ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
と
の
関
わ
り
な
ど

に
つ
い
て
、
豊
富
な
写
真
資
料
で
解

説
い
た
だ
き
ま
し
た
。



４

つ
ぶ
て

東
日
本
大
震
災

本
の
力
展

３
・
11
以
降
の
全
出
版
記
録

平
成
25
年
度
後
期

文
学
館
セ
ミ
ナ
ー

渡瀬淳子さん

後藤みな子さん

岸原清行さん

で
き
た
。
先
生
の
声
や
話
し
方
も
分

か
り
や
す
か
っ
た
。（
50
代
女
性
）

　

文
学
館
セ
ミ
ナ
ー
は
今
年
度
前

期（
４
月
〜
９
月
）も
、〈
書
く
〉〈
創

る
〉〈
読
む
〉に
新
た
に〈
話
す
〉を

加
え
、全
４
コ
ー
ス
で
開
講
し
て
い

ま
す
。

新
コ
ー
ス
紹
介

○
話
す
コ
ー
ス（
第
三
金
曜
日
）

講
師
＝
江
崎
裕
子
さ
ん（
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
）

内
容
＝「
好
印
象
な
自
己
紹
介・挨

拶・会
話
の
た
め
に
」と
題
し
、伝
わ

り
や
す
く
話
す
た
め
の
言
葉
、発

声
、朗
読
な
ど
を
学
び
ま
す
。

※

定
員
に
空
き
が
あ
る
場
合
、途

中
か
ら
の
参
加
が
可
能
で
す
。ご
興

味
の
あ
る
方
は
文
学
館
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、〈
書
く
〉の
コ
ー
ス
は
、途
中

参
加
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て

い
ま
せ
ん
。　　
　
　
　
　
　

○
創
る
コ
ー
ス
（
第
一
水
曜
日
）

講
師
＝
岸
原
清
行
さ
ん
（
福
岡
県
俳

句
協
会
会
長
、
『
青
嶺
』
主
宰
）

内
容
＝
俳
句
の
基
礎
を
、
俳
人
た
ち

の
句
の
紹
介
と
あ
わ
せ
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
毎
回
与
え
ら
れ
た
季
題

で
実
作
し
先
生
に
講
評
い
た
だ
き
ま

し
た
。

◆
参
加
者
の
声

・
俳
句
の
基
礎
を
教
え
て
い
た
だ　

　

き
、
実
作
も
で
き
た
の
で
楽
し　

　

か
っ
た
。
ぜ
ひ
続
け
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
40
代
女
性
）

○
読
む
コ
ー
ス
（
第
二
金
曜
日
）

講
師
＝
渡
瀬
淳
子
さ
ん
（
北
九
州
市

立
大
学
准
教
授
）

内
容
＝
『
平
家
物
語
』
の
名
場
面

を
、
原
文
・
口
語
訳
を
あ
わ
せ
て
読

み
解
き
ま
し
た
。
武
士
や
貴
族
の
価

値
観
や
生
き
方
、
風
俗
、
宗
教
な
ど

当
時
の
時
代
背
景
も
ま
じ
え
な
が

ら
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
参
加
者
の
声

・
原
文
で
読
む
こ
と
で
、
『
平
家
物

　

語
』
の
名
文
を
堪
能
す
る
こ
と
が

　

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
文
学
館
セ

ミ
ナ
ー
の
後
期
を
開
講
し
ま
し
た
。

〈
書
く
〉
〈
創
る
〉
〈
読
む
〉
の
３

コ
ー
ス
、
平
成
25
年
10
月
か
ら
平
成

26
年
３
月
ま
で
、
月
１
回
全
６
回
の

ク
ラ
ス
で
す
。
多
く
の
方
に
参
加
い

た
だ
き
、
計
57
名
が
後
期
コ
ー
ス
を

修
了
さ
れ
ま
し
た
。

○
書
く
コ
ー
ス
（
第
一
水
曜
日
）

講
師
＝
後
藤
み
な
子
さ
ん
（
作
家
）

内
容
＝
受
講
者
が
自
由
な
テ
ー
マ
で

エ
ッ
セ
イ
や
自
分
史
な
ど
を
書
き
、

ク
ラ
ス
で
発
表
。
先
生
が
一
人
ひ
と

り
に
丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し

た
。

◆
参
加
者
の
声

・
丁
寧
に
細
か
な
指
導
を
い
た
だ
き
、

　

と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。
ま
た
、

　

他
の
方
の
書
い
た
文
章
や
考
え
も

　

お
も
し
ろ
く
、
参
考
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
70
代
男
性
）

を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

震
災
直
後
に
出
版
さ
れ
た
和
合
亮

一
『
詩
の
礫
』
、
川
上
弘
美
『
神
様

２
０
１
１
』
を
は
じ
め
、
村
田
喜
代

子
、
高
橋
睦
郎
、
黒
田
征
太
郎
な
ど

郷
土
作
家
の
作
品
、
い
と
う
せ
い
こ

う
『
想
像
ラ
ジ
オ
』
、
津
島
佑
子

『
ヤ
マ
ネ
コ
・
ド
ー
ム
』
な
ど
話
題

と
な
っ
た
作
品
も
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

ま
し
た
。　

　

そ
の
他
、
北
九
州
市
危
機
管
理
室

の
協
力
で
、
震
災
直
後
の
被
災
地
の

写
真
や
、
北
九
州
市
に
よ
る
被
災
地

支
援
の
様
子
を
紹
介
し
ま
し
た
。

 

平
成
26
年
３
月
11
日
〜
３
月
30
日

　

東
日
本
大
震
災
以
降
に
出
版
さ
れ

た
震
災
に
関
連
す
る
書
籍
を
集
め
、

読
ん
で
い
た
だ
く
場
を
提
供
す
る
展

覧
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
震
災
の

記
憶
の
風
化
を
防
ぎ
、
復
興
支
援
に

つ
な
が
る
こ
と
を
願
う
巡
回
展
（
企

画
・
キ
ハ
ラ
株
式
会
社
）
で
す
。
全

国
文
学
館
協
議
会
共
同
企
画
「
３
・

11
文
学
館
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ―

天

災
地
変
と
文
学
」
展
の
一
環
と
し
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
７
０
社
を
超
え
る
出
版
社
か
ら

無
償
提
供
さ
れ
た
書
籍
は
、
お
よ
そ

１
４
０
０
冊
。
大
手
出
版
社
発
行
の

書
籍
を
は
じ
め
、
日
頃
手
に
取
る
機

会
の
少
な
い
専
門
書
や
、
被
災
地
の

自
治
体
発
行
の
写
真
集
な
ど
も
集
ま

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
展
で
は
特
に
、
震
災
後

の
文
学
者
の
言
葉
に
注
目
し
作
品
を

紹
介
し
ま
し
た
。
多
く
の
作
家
た
ち

は
、
〈
大
震
災
〉
と
い
う
圧
倒
的
な

出
来
事
を
言
葉
に
す
る
に
は
、
時
間

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
た

め
ら
い
の
な
か
に
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
、
「
文
学
」
に
し
か
で
き
な

い
表
現
が
あ
る
は
ず
だ
と
信
じ
作
品

ア
ン
ケ
ー
ト

・
私
の
知
っ
て
い
る
震
災
は
Ｔ
Ｖ
で

　

見
た
映
像
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
少

　

し
で
も
知
り
た
く
て
訪
れ
た
。

「
本
の
力
」
は
や
は
り
す
ご
い
と　

　

思
っ
た
。　
　
　

（
30
代
女
性
）

・
震
災
後
、
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の

　

本
が
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
初

　

め
て
知
っ
た
。
忘
れ
て
は
い
け
な

　

い
と
改
め
て
実
感
し
た
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
40
代
男
性
）



５

北
九
州
市
七
区
文
化
祭

俳
句
大
会
入
選
作
品
展

ロ
ビ
ー
展

櫓
山
荘
子
ど
も
俳
句
大
会

川
柳
色
紙
・
短
冊
展

文
学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

「
林
芙
美
子
資
料
目
録
」

平
成
26
年
３
月
、
新
宿
歴
史
博
物
館
発
行

北
九
州
市
立
文
学
館
友
の
会
が
発
足

第
１
回
総
会
・
役
員
会
を
開
催
12
月
21
日（
土
）

文

http://www.
kitakyushucity
-bungakukan.jp/

ロロ

る
」
を
は
じ
め
、
特
別
賞
11
点
、
秀

作
36
点
の
短
冊
や
佳
作
86
点
を
展
示

し
ま
し
た
。

１
月
23
日
〜
３
月
２
日

　

第
７
回　

北
九
州
文
学
協
会

　
　
　
　
　
　

文
学
賞　

川
柳
部
門

　

第
４
回　

北
九
州
芸
術
祭　

　

ジ
ュ
ニ
ア
部
門　

川
柳
誌
上
大
会

　

２
つ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
作
品
１
０
０
点
を
色
紙

と
短
冊
に
し
た
た
め
展
示
し
ま
し

た
。
若
さ
あ
ふ
れ
る
作
品
と
ベ
テ
ラ

ン
の
味
の
違
い
が
楽
し
め
る
展
示
に

な
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
よ
り
、
北
九
州
市
立

文
学
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
ゆ
か
り
の

文
学
者
の
紹
介
に
力
を
入
れ
、
よ
り

一
層
の
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。
学

芸
員
の
日
々
を
お
伝
え
す
る
「
学
芸

員
だ
よ
り
」
の
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま

し
た
。
ぜ
ひ
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
　

12
月
21
日
〜
１
月
19
日

　

平
成
25
年
秋
に
市
内
各
区
で
開
催

さ
れ
た
文
化
祭
俳
句
大
会
の
入
選
作

品
を
本
市
七
区
の
俳
句
協
会
が
協
力

し
て
文
学
館
で
展
示
す
る
初
の
試
み

で
し
た
。

　

こ
の
展
示
設
営
で
は
、
俳
句
協
会

の
方
々
が
、
自
ら
配
置
を
決
め
、
壁

に
向
き
合
っ
て
一
枚
一
枚
丁
寧
に

貼
っ
て
い
き
ま
し
た
。
中
央
の
セ
ン

タ
ー
ケ
ー
ス
に
は
選
者
の
方
々
の
自

信
作
を
展
示
し
見
ご
た
え
の
あ
る
作

品
展
に
な
り
ま
し
た
。

10
月
11
日
〜
１
月
22
日

　

第
９
回
櫓
山
荘
子
ど
も
俳
句
大
会

大
賞
を
受
賞
し
た
呉
藤
樹
さ
ん
の

「
打
っ
た
球
入
道
雲
を
突
き
抜
け

　

昨
年
度
開
催
し
た
協
働
企
画
展

「
生
誕
１
１
０
年
林
芙
美
子
展―

風

も
吹
く
な
り 

雲
も
光
る
な
り―

」

の
成
果
物
と
し
て
刊
行
。
新
宿
歴
史

博
物
館
、
北
九
州
市
立
文
学
館
、
尾

道
市
、
か
ご
し
ま
近
代
文
学
館
の
各

者
が
編
集
を
行
い
、
関
連
資
料
お
よ

そ
５
０
０
０
点
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

当
館
の
主
要
資
料
は
、
「
原
稿
・

草
稿
」
、
「
手
帳
・
メ
モ
帳
」
、

「
書
簡
」
、
「
絵
画
・
美
術
品
」
、

「
遺
愛
品
」
、
「
書
籍
・
雑
誌
」
。

特
に
、
書
簡
類
は
お
よ
そ
６
０
０
点

所
蔵
し
て
い
ま
す
。

※

本
資
料
は
販
売
は
致
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
閲
覧
ご
希
望
の
場
合
は
、
事

前
に
文
学
館
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
文
学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

の
「
ご
利
用
案
内
」
か
ら
「
収
蔵
資

料
の
特
別
利
用
」
の
項
目
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　

古
谷 

龍
太
郎
、
古
吉 

昭
子

　
　

三
村 

保
子
、　

山
下 

敏
克

　

監　

事

　
　

石
川 

一
歩
、　

西
村 

韶
道

（
敬
称
略 

五
十
音
順
）

※
　

河
野
正
彦
理
事
は
１
月
17
日
に

　

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご

　

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

文
学
館
と
し
て
も
、
友
の
会
の
皆

様
と
手
を
携
え
な
が
ら
、
北
九
州
の

文
芸
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

な
お
、
北
九
州
市
立
文
学
館
友
の

会
で
は
、
平
成
26
年
度
新
規
入
会

と
、
継
続
加
入
の
ご
案
内
を
し
て
い

ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、

　

・
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
進
呈

　

・
特
別
企
画
展
招
待
券
１
枚
進
呈

　

・
特
別
企
画
展
図
録
進
呈

　

な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
文
学
館
内
事
務
局
ま
で
お

尋
ね
下
さ
い
。

 

北
九
州
市
立
文
学
館
友
の
会
は
、

文
学
や
北
九
州
市
立
文
学
館
に
関
心

を
持
つ
方
々
が
集
ま
り
、
文
学
・
文

芸
に
関
す
る
知
識
教
養
、
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
文
学
館
の
活
動
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
当
初
よ
り
会
員
の
募

集
を
行
い
、
３
月
31
日
現
在
で
、
１

４
３
名
の
皆
様
が
入
会
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

12
月
21
日
（
土
）
に
は
、
文
学
館

交
流
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
、
第
１
回

総
会
と
役
員
会
が
開
か
れ
、
30
名
の

会
員
の
皆
様
に
よ
る
審
議
の
結
果
、

下
記
の
皆
さ
ん
が
役
員
に
選
任
さ
れ

る
と
と
も
に
規
約
が
承
認
さ
れ
、
今

年
度
か
ら
の
事
業
の
本
格
実
施
に
向

け
た
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

北
九
州
市
立
文
学
館
友
の
会
役
員

　

会　

長　

後
藤 

み
な
子

　

副
会
長　

加
賀
美 

清
之

　

理　

事

　
　

天
川 

悦
子
、　

井
生 

定
巳

　
　

伊
藤 

和
人
、　

柿
本 

和
夫

　
　

岸
原 

清
行
、　

河
野 

正
彦

　
　

近
藤 

晉
平
、　

樋
口 

智
巳
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九
州
国
際
大
学

付
属
中
学
校

大
蔵
中
学
校

学
校
賞

ご
め
ん
の
つ
ぎ
の
あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
う
と
い
う
魔
法

書
道

仮
面
舞
踏
会

ぼ
く
は
こ
ぐ
、
自
転
車
を

小
さ
な
幸
せ

ケ
シ
ゴ
ム

二
つ
の
小
さ
な
命

秋
の
気
配

影

梅
本　

浩
毅

大
庭　

早
瑛

鎌
田　

聖
菜

神
原　

真

鈴
木　

俊
太

鈴
谷　

か
な
え

戸
松　

颯
希

永
井　

杏
佳

野
口　

菜
々
美

藤
田　

和
紀

九
州
国
際
大

付
属
中
２
年

篠
崎
中
３
年

高
生
中
２
年

大
蔵
中
３
年

九
州
国
際
大

付
属
中
１
年

柳
西
中
２
年

九
州
国
際
大

付
属
中
２
年

敬
愛
中
１
年

大
谷
中
２
年

大
蔵
中
２
年

佳 

作

敬
愛
中
２
年

大
谷
中
３
年

大
蔵
中
１
年

福
岡
教
育
大
附
属

小
倉
中
２
年

敬
愛
中
１
年

松
田　

あ
す
か

北
島　

麻
子

中
村　

愛
香
莉

麥
生
田　

奈
々

大
溝　

達
也

テ
ー
プ

音な
み
だ
っ
て
す
ご
い

奇
跡
の
切
符

逃
げ
て
自
由
に
生
き
る

宗
左
近
賞

み
ず
か
み
か
ず
よ
賞

北
九
州
市
長
賞

北
九
州
市
教
育
長
賞

北
九
州
市
立
文
学
館
長
賞

小学生の部

中学生の部

萩
原
小
学
校

学
校
賞

わ
た
し
の
お
と
う
と

せ
っ
け
ん
っ
て
す
ご
い
な
ふ
し
ぎ
だ
な

バ
ス
に
の
っ
た
よ

や
さ
し
さ

ケ
ケ
そ
う
め
ん

大
石　

寛
子

村
上　

紗
奈

亀
山　

美
緒

角
野　

晃
都

近
藤　

拓
光

戸
畑
中
央
小
１
年

田
野
浦
小
３
年

中
尾
小
１
年

萩
原
小
４
年

福
岡
教
育
大
附
属

小
倉
小
１
年

き
れ
い
ご
と

変
身
す
る
妹

お
母
さ
ん
の
手

は
な
び

お
兄
ち
ゃ
ん　
元
気
で
す
か

け
し
ゴ
ム
お
ば
け
、
で
ま
せ
ん
よ
う
に

も
う
一
度
、
抱
っ
こ
し
て

わ
た
し
み
た
い
な
く
わ
が
た
虫

信
念

ぼ
く
の
ま
ま

黒
岩　

奈
々
未

古
賀　

夕
翔

篠
田　

萌
々
子

柴
﨑　

廉
真

西
口　

海
都

西
村　

り
ん

藤
重　

良
夢

万
田　

菜
々
望

万
田　

優
希

村
上　

理
来

萩
原
小
６
年

萩
原
小
６
年

黒
畑
小
３
年

大
積
小
１
年

門
司
中
央
小
６
年

牧
山
小
１
年

明
治
学
園
小
６
年

高
見
小
２
年

高
見
小
６
年

田
野
浦
小
１
年

佳 

作

宗
左
近
賞

み
ず
か
み
か
ず
よ
賞

北
九
州
市
長
賞

北
九
州
市
教
育
長
賞

北
九
州
市
立
文
学
館
長
賞

　

北
九
州
市
立
文
学
館
で
は
、
北

九
州
出
身
の
詩
人
・
宗
左
近
、
み

ず
か
み
か
ず
よ
を
顕
彰
す
る
と
と

も
に
、
子
供
の
豊
か
な
表
現
力
を

伸
ば
す
こ
と
を
目
的
に
、
「
あ
な

た
に
あ
い
た
く
て
生
ま
れ
て
き
た

詩
」
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
で
４
回
目
に
な
る
コ

ン
ク
ー
ル
に
は
県
内
外
か
ら
小
学

生
の
部
に
３
４
４
作
品
、
中
学
生

の
部
に
は
６
８
６
作
品
の
応
募
が

あ
り
、
詩
人
の
平
出
隆
先
生
の
最

終
審
査
に
よ
り
以
下
の
と
お
り
各

受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
新
た
に
学
校
賞
を
設

け
、
特
に
成
果
を
挙
げ
た
萩
原
小

学
校
ら
３
校
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
、
12
月
14
日
（
土
）

に
文
学
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

平
出
隆
先
生
か
ら
は
、
「
常
識
に

縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
爽
快
で
ユ
ー

モ
ア
も
あ
る
破
壊
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
言
葉
の
上
に
発
揮
し
て
く
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
」
と
の

ご
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

表
彰
式
後
は
高
山
保
材
さ
ん
指

揮
、
北
九
州
市
小
倉
少
年
少
女
合

唱
団
、
北
九
州
少
年
合
唱
隊
の
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
宗
左

近
、
み
ず
か
み
か
ず
よ
作
詞
の
合

唱
曲
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

第４回「あなたにあいたくて生まれてきた詩」コンクール表彰式
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新戸畑図書館内に

宗左近記念室が

　　  オープンしました
電話：093-871-3464  FAX：093-871-3466

宗左近記念室（戸畑図書館内）〒804-0082　北九州市戸畑区新池1-1-1

宗
左
近
記
念
碑

除
幕
式

文
学
館
文
庫
第
８
集刊

行

『
宗
左
近
』

詩
人
・
美
術
評
論
家
・
翻
訳
家

宗 

左
近
（
一
九
一
九
〜
二
〇
〇
六
）

榮
祐
氏
）
が
制
作
し
た
宗
の
紹
介
映

像
を
常
時
放
映
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型

Ｐ
Ｃ
で
関
連
資
料
の
一
部
が
閲
覧
で

き
ま
す
。

　

記
念
室
で
宗
の
詩
、
言
葉
に
触

れ
、
心
の
ざ
わ
め
き
を
感
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

  　

　　

３
月
28
日
、
宗
左
近
記
念
室
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
同
日
に
開
館

し
た
戸
畑
図
書
館
内
の
一
角
に
設
け

ら
れ
た
こ
の
部
屋
は
、
北
九
州
・
戸

畑
の
牧
山
峠
に
生
ま
れ
た
詩
人
・
宗

左
近
の
文
業
を
顕
彰
し
、
市
民
の
皆

様
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

空
間
で
す
。
室
内
で
は
詩
、
美
術
評

論
、
翻
訳
と
い
っ
た
宗
の
文
業
と
、

故
郷
・
北
九
州
へ
の
眼
差
し
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

代
表
作
『
炎
え
る
母
』
で
は
昭
和

20
年
５
月
25
日
の
空
襲
で
母
を
喪
っ

た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
直
後
の
日
誌
や
、
執
筆
に
入
っ
た

昭
和
39
年
頃
の
日
誌
、
そ
し
て
北
九

州
に
題
材
を
採
っ
た
、
一
行
詩
集

『
響
灘
』
の
自
筆
原
稿
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
宗
左
近
愛
用
の

着
物
や
書
な
ど
も
展
示
。
ま
た
、
戸

畑
の
有
志
で
結
成
さ
れ
た
「
宗
左
近

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
（
世
話
人
：
自
見

　

宗
左
近
記
念
室
開
室
の
同
日
、

「
宗
左
近
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
が
建
立

し
た
宗
左
近
文
学
碑
の
除
幕
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

響
灘
を
一
望
で
き
る
北
九
州
市
立

美
術
館
本
館
の
前
庭
に
、
白
木
蓮
に

抱
か
れ
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
た
オ
ブ

ジ
ェ
は
、
宗
の
中
句
集
『
蜃
気
楼
』

の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
て
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
・
中
村
ミ
ナ
ト
氏
が
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
も
の
で
、
そ
の
傍
ら
に
は
『
響

灘
』
収
録
の
一
行
詩
「
あ
の
世
と
こ

の
世　

牧
山
峠　

一
本
道　

き
み
と

お
れ
」
が
刻
ま
れ
た
プ
レ
ー
ト
が
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

宗
左
近
を
偲
ぶ
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
、
戸
畑
の
地
で
末
永
く
愛
さ
れ
る

こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

北
九
州
市
立
文
学
館
文
庫
第
８
集

と
し
て
『
宗
左
近
』
を
３
月
28
日
に

刊
行
し
ま
し
た
。
こ
の
文
庫
に
は
、

宗
の
代
表
作
で
あ
る
詩
集
『
炎
え
る

母
』（
抄
）
、
中
句
集
『
響
灘
』
の
ほ

か
、
美
術
評
論
「
日
本
美
の
ふ
る
さ

と
」
（
『
伏
流
水
日
本
美
』
収

録
）
、
自
伝
的
小
説
「
故
郷
の
名
」

（
「
新
潮
」
平
成
15
年
２
月
号
）
を

収
録
し
、
略
年
譜
を
付
し
ま
し
た
。

特
に
「
故
郷
の
名
」
は
第
30
回
川
端

康
成
文
学
賞
候
補
に
な
っ
た
作
品

で
、
本
文
庫
が
初
め
て
の
単
行
本
収

録
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
手
に
取
っ

て
、
宗
左
近
の
世
界
に
触
れ
て
く
だ

さ
い
。
文
学
館
、
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

ク
エ
ス
ト
小
倉
本
店
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

　

（
価
格
＝
１
０
０
０
円
・
税
込
）

　

も
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※　平成26年4月1日から
　　平日の閉館時間が変更になりました。

2014年4月1日  発 行

http://www.kitakyushucity-bungakukan.jp/

9：30～18：00（入館は17：30まで）

平成 26年度前期企画展開催予定
平成 26年 4月 5日（土）
　　　　～ 5月 25日（日）

平成 26年６月 14日（土）
　　　　～７月 13日（日）

平成 26年７月 21日（土）
　　　　～８月 31日（日）

誕生35周年記念企画

みんな大好き！

ノンタン展

キヨノサチコ絵本原画の世界

　原画やラフスケッチ、作者
キヨノサチコさんのゆかりの
品々の展示やアニメーションの放映

☆イベント
　絵本作り、絵本の読み聞かせ、ノンタ
ンとの握手会・写真撮影会などを行いま
す。詳しくは文学館 HPか本展チラシ
をご覧ください。

　北九州市内に点在する近代建築の
魅力を伝える展覧会。主催はＮＰＯ
法人「創を考える会・北九州」。

☆イベント
　ギャラリートーク「ディテールで
みる北九州の近代建築」（建築家・古
森弘一氏）
　詳しくは文学館 HPか本展チラシ
をご覧ください。

　NHK朝ドラ「花子とアン」で大注
目の翻訳家・村岡花子と「赤毛のアン」
（L.M.モンゴメリ原作）の世界をたっ
ぷりご紹介します！
　九州での開催（ドラマ放映中）は当
館のみ！！
　　　　　　　　　　　　　　　　
☆イベント
　「花子とアン」の原案「アンのゆり
かご　村岡花子の生涯」の著者・村岡
恵理さんの講演会
　７／４（金）13時 30分～15時
　北九州芸術劇場小劇場
※申込要、詳しくは文学館 HPか本展
チラシをご覧ください。

受
贈
雑
誌
一
覧

資
料
寄
贈
者
・
提
供
者

文
芸
、
あ
ん
、
い
の
ち
の
籠
、
色

鳥
、
海
、
沖
、
海
峡
派
、
九
州
俳

句
、
九
州
文
學
、
九
大
日
文
、
群

炎
、
月
刊
俳
句
界
、
玄
海
、
現
代
短

歌
、
こ
だ
ま
、
左
岸
、
沙
漠
、
七

曜
、
自
鳴
鐘
、
周
炎
、
人
権
の
文

化
、
船
団
、
川
柳
あ
や
め
、
川
柳
く

ろ
が
ね
、
タ
ル
タ
、
天
山
牧
歌
、
伝

書
鳩
、
天
籟
通
信
、
と
び
う
お
、
菜

殻
火
、
虹
野
、
白
桃
、
八
雁
、
花

鶏
、
ひ
び
き
、
ぺ
だ
る
、
與
謝
野
晶

子
研
究

赤
星
千
鶴
子
、
赤
松
菊
夫
、
秋
山
夏

子
、
秋
吉
久
紀
夫
、
天
野
俊
行
、
池

田
幸
利
、
泉
鏡
花
記
念
館
、
市
川
市

文
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
伊
藤
比
呂

美
、
今
村
修
、
大
岡
信
こ
と
ば
館
、

大
羽
弥
生
、
岡
田
功
、
尾
形
八
重

子
、
岡
山
シ
テ
ィ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

岡
玲
子
、
小
田
文
比
児
、
梶
谷
忠

大
、
柏
木
恵
美
子
、
神
奈
川
近
代
文

学
館
、
鎌
倉
文
学
館
、
川
崎
市
岡
本

太
郎
美
術
館
、
北
九
州
市
立
美
術

館
、
北
野
元
生
、
隈
可
須
奈
、
古
賀

紀
代
美
、
さ
い
た
ま
文
学
館
、
事
業

構
想
大
学
院
大
学
、
下
山
八
洲
夫
、

白
根
友
吉
、
宗
香
、
末
房
長
明
、
菅

和
彦
、
須
永
純
子
、
佐
久
間
庸
和
、

髙
橋
秀
夫
、
谷
口
絹
代
、
坪
内
稔

典
、
奈
尾

子
、
永
田
英
子
、
中
西

輝
磨
、
西
田
英
樹
、
日
本
近
代
文
学

館
、
芳
賀
晟
壽
、
波
佐
間
義
之
、
林

正
巳
、
姫
路
文
学
館
、
福
田
精
一
、
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